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市
で
は
、
児
童
手
当
の
現
況
届
の

受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

　

現
在
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る

人
は
、
市
役
所
か
ら
送
付
さ
れ
た
現

況
届
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

書
類
を
添
え
て
忘
れ
ず
に
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
現
況
届
は
、
受

給
者
の
所
得
や
子
ど
も
の
養
育
状
況

を
確
認
す
る
た
め
提
出
し
て
も
ら
う

も
の
で
、
届
け
出
が
な
い
と
６
月
分

以
降
の
手
当
て
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
所
得
制
限
な
ど

で
児
童
手
当
お
よ
び
特
例
給
付
を
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
方
や
未
請
求
の
方

で
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
官

公
庁
に
お
勤
め
の
方
は
、
勤
務
先
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
制
度
拡
充
に
よ
り
す
で
に
新
規
の

認
定
請
求
書
を
ご
提
出
の
方
は
、
現

況
届
の
提
出
は
不
要
で
す
。
ま
だ
額

改
定
請
求
書
を
提
出
し
て
い
な
い
方

は
、
現
況
届
と
併
せ
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

【
支
給
対
象
】　

児
童
手
当
等
は
、　

１２

歳
到
達
後
、
最
初
の
３
月　

日
ま
で

３１

の
間
に
あ
る
児
童
（
小
学
校
修
了
前

の
児
童
）
を
養
育
し
て
い
る
方
に
支

給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
前
年
（
１

月
か
ら
５
月
ま
で
の
月
分
に
つ
い
て

は
前
々
年
）
の
所
得
が
一
定
額
以
上

の
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

【
支
給
額
（
月
額
）】

○
第
１
子
…
…
…
…
５
千
円

○
第
２
子
…
…
…
…
５
千
円

○
第
３
子
以
降
…
…
１
万
円

【
支
払
時
期
】　

児
童
手
当
は
、
原
則

と
し
て
、
毎
年
２
月
（　

月
〜
１
月

１０

分
）、
６
月
（
２
月
〜
５
月
分
）、　

１０

月
（
６
月
〜
９
月
分
）
に
、
支
給
さ

れ
ま
す
。

現
況
届
に
必
要
な
添
付
書
類

☆
請
求
者
本
人
の
健
康
保
険
被
保
険

者
証
の
写
し
な
ど

　

請
求
者
が
被
用
者
（
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
等
）
で
あ
る
場
合
に
提
出

☆
平
成　

年
度
児
童
手
当
用
所
得
証

１８

明
書

　

平
成　

年
１
月
１
日
現
在
に
宇
城

１８

市
に
住
所
が
な
か
っ
た
場
合
に
提
出

☆
請
求
者
本
人
の
振
り
込
み
先
が
分

か
る
も
の
（
郵
便
局
以
外
）

☆
こ
の
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
提
出

す
る
書
類
が
あ
り
ま
す
。

提
出
先　

本
庁
福
祉
課
お
よ
び
各
支

所
健
康
福
祉
課
（
松
合
出
張
所
で
も

受
け
付
け
ま
す
）

提
出
期
限　

６
月　

日
�

３０

�問
 
　

本
庁
福
祉
課

　

�
３
２
―
１
１
１
１

各
支
所
健
康
福
祉
課

○
三
角
支
所

　

�
５
３
―
１
１
１
１

○
不
知
火
支
所

　

�
３
３
―
１
１
１
１

○
小
川
支
所

　

�
４
３
―
１
１
１
１

○
豊
野
支
所

　

�
４
５
―
２
１
１
１

児
童
手
当
の
現
況
届

６
月　

日
ま
で
に
忘
れ
ず
に
提
出
を
！

３０

【平成１８年度所得制限限度額表】

サラリーマン
（厚生年金等加入者）

自営業者
（国民年金加入者）

扶養親族等の人数

５３２万円４６０万円０人

５７０万円４９８万円１人

６０８万円５３６万円２人

６４６万円５７４万円３人

６８４万円６１２万円４人

７２２万円６５０万円５人

注）老人控除対象配偶者または老人扶養親族がある場合は、１人
につき６万円を加算します。

広報紙づくりに参加しませんか？　市民レポーター募集
　「広報うき」に身近な話題・情報などを提供していただく「市民レポーター」を募集します。
市民の皆さんの目から見た宇城市の市民生活、まちの様子などを取材してみませんか？
　なお、ボランティアとして活動していただくため、報酬などはありません。
◆応募資格　市内在住の人
◆活動内容　○市内で行われた地域の行事、奉仕活動、市民生活や

まちの様子、市の施設などの取材
　　　　　　○身近な行事などについての情報提供など
◆活動期間　平成１８年７月～平成１９年６月
◆募集人員　５人程度
◆申込期限　７月１０日（月）
◆応募方法　「応募の動機」（４００～８００字程度）と住所、氏名、年齢、

電話番号を書いて、広報統計課あてにご提出ください。
◆応募・問合せ先　〒８６９―０５９２（市役所専用番号）　広報統計課　「市民レポーター」係
　　　　　　　　　�３２―１１１１（内線２５６）ＦＡＸ３２―０１１０
　　　　　　　　　Ｅメール　kohotokeika ＠ city.uki.lg.jp
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対象ご夫婦　昭和 31年１月１日から 12月 31
日までに結婚したご夫婦

届　け　出　市役所福祉課および各支所健康福
祉課の窓口に備え付けの「平成
18年度金婚夫婦表彰」申込書に
必要事項を記入の上、お申し込み
ください。

届け出期限　７月７日（金）
※表彰式の日程・場所などについては、後日連
絡します。

届出・問合せ先　福祉課福祉総務係　� 32―1111（内線 138）
　　　　　　　　各支所健康福祉課
　　　　　　　　○三角支所　　� 53―1111　　○不知火支所　� 33―1111
　　　　　　　　○小川支所　　� 43―1111　　○豊野支所　　� 45―2111

◎三角小５年　藤田佳名子

　私はこの体験クルーズに参加して、いろいろ

なことを体験しました。一つ目は、海ガメの放

流です。海ガメの赤ちゃんは何百も生まれる中

で、０．５パーセントしか大人のカメになれない

そうです。二つ目は、ライフセービングです。

ライフセービングは海におぼれた人を救助する

ことです。私はこのライフセービングで冷たい

海の中で人を救助することはたいへんだという

ことが分かりました。そして私がとてもいい体

験だったなと思ったことは、友達づくりです。

このクルーズには全国からいろいろな人がくる

ので、たくさん友達ができました。私はまたこ

のクルーズに参加して、たくさん友達をつくり

たいです。

※当海洋クラブ員から優先的に平成１９年３月に予定されている体験クルーズ（東京都小笠原諸島）に２人参加すること

ができます（参加費の一部は市が補助）。今年のクルーズに参加した２人の体験談を紹介します。

期　　間　7月～8月（潮汐時間による）

　　　　　※第1回目（開講式）は7月8日（土）

　　　　　　午前10時～

場　　所　三角Ｂ＆Ｇ海洋センター艇庫（戸馳）

対 象 者　市内の小学4年以上・

　　　　　中学生の男女（30人）

入 会 金　3，000円（傷害保険料込み）

指 導 者　Ｂ＆Ｇ海洋性スポーツ指導員

申込受付　随時受け付けますが、定員になり次第

締め切ります。　

携 行 品　濡れても良い服・靴、着替え、帽子、

タオル、水筒など

�申 ・�問 　三角Ｂ＆Ｇ海洋センター　�52―2488

　三角Ｂ＆Ｇ海洋クラブでは、海、そして自然との触れ合いを通じて海洋

性スポーツ（カヌー・ＯＰヨット・ローボート）を楽しみながら、子ども

たちの健全な心と体を育成していくことを目的とした活動を行っています。

「「「「「「「「「「三三三三三三三三三三角角角角角角角角角角ＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢ＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆ＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧ海海海海海海海海海海洋洋洋洋洋洋洋洋洋洋ククククククククククララララララララララブブブブブブブブブブ」」」」」」」」」」会会会会会会会会会会員員員員員員員員員員募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集「三角Ｂ＆Ｇ海洋クラブ」会員募集

熊本日日新聞社の「金婚

夫婦表彰伝達式」に合わせて、市

からもお祝い（記念写真）をお贈りし

ます。今年の表彰対象となるのは、「昭

和31年」に結婚し、今年50年を迎え

た（迎える）ご夫婦です。該当するご

夫婦は、次のとおり届け出を

してください。

金金金金金金金金金金婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦表表表表表表表表表表彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰のののののののののの該該該該該該該該該該当当当当当当当当当当者者者者者者者者者者をををををををををを受受受受受受受受受受けけけけけけけけけけ付付付付付付付付付付けけけけけけけけけけまままままままままますすすすすすすすすす金婚夫婦表彰の該当者を受け付けます

◎三角小５年　原田珠美

　最初の日は、飛行機で東京羽田へ行き、モノレールやバ

スを使って、晴海埠頭に着きました。そして、プールやシ

アターがある豪華客船「ふじ丸」に乗り込みました。結団

式やウェルカムパーティがあり、全国から５００人が参加し

ていました。たくさんの人とお話をして、友達になりまし

た。２日目、３日目は海洋観察があり、東京からはなれる

につれ、海の色が真っ青に変わっていきました。４日目に

着いた小笠原は、暖かくて浜からピンクのきれいな珊瑚が

見え、透き通るぐらいのきれいな海でした。こんなきれい

な海を見たのは、初めてでした。５日目は、リーダーたち

とお別れ会をしました。船酔いで辛かった時や、家族と離

れてさびしかった時に励ましてくれたお友達と別れるのが

辛かったです。でも、いい思い出ができ、とても楽しい体

験クルーズでした。




